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京学芸大学に転出) , 香田啓貴 (助教) 早川祥子, 
村井勅裕 (g-COE 研究員) Helene Bouchet (日本学
術振興会海外特別研究員 (欧米短期)), 平石博敏, 
三浦優生 (大学院生 6 月 1 日付金沢大学子どもの
こころの発達研究センターに転出), 福島美和, 澤
田玲子, 伊藤祐康, 小川詩乃, 清長豊, 磯村朋子, 
佐藤杏奈 8 大学院生) 加藤朱美, 石田恵子, 新谷






































松井智子, 菅さやか（東洋大学）, 金水敏（大阪大学） 




に, 3 歳児と 5 歳児を対象に調査を行った. 
 
F) 霊長類のコミュニケーションの進化に関する研究 
香田啓貴, 佐藤杏奈, Helene Bouchet (日本学術振興会
海外特別研究員 (欧米短期)), Alban Lemasson (レンヌ
第一大学), 親川千紗子 (共同利用研究員,東北大学農
学研究科), Manon Guilloux (レンヌ第一大学), 早川祥
子, 加藤朱美, 正高信男 
ニホンザル, グエノン, テナガザルなどを対象に, 
霊長類の視聴覚コミュニケーションがどのように進











H) ヒトのヘビ認知とその発達に関する研究  



































M) NIRS によるモラル判断時の脳活動測定 
平石博敏 
モラル判断と意味判断を行わせた際の前頭前野の


























観察時の脳波計測を行った. 刺激呈示後約 300 ミリ秒
で自他で異なる脳活動が記録された. 
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＜研究概要＞ 
A) コモンマーモセットの認知機能計測 
中村克樹, 竹本篤史, 木場礼子, 山口智恵子, 三輪美



















部の皮膚温度変化を測定した． Aggressive threat, Coo, 
Scream というサルに特徴的な行動の中でも , 
Aggressive threat に対しては安定した温度低下が観察
されることが分かった． また， 動画のみや音声のみ
に対しても温度低下が引き起こされるが， 動画と音
声を同時に提示したときにより顕著な温度低下が観
察されることが分かった． 
 
D) 視線を手掛かりとした報酬獲得に関わる脳内機序
の解明 
倉岡康治, 中村克樹 
経験を通じて得られる社会的情報の処理に関わる
脳内機序を解明することを目的に, アカゲザルを対
象に, 他個体の顔写真刺激から視線を手掛かりとし
て, 報酬が得られる標的を選択する課題遂行時にお
ける脳神経活動の記録を計画している． 本年度はサ
ルの課題訓練を行った． 
 
E) ニホンザルにおける性の認知とホルモンの関連性
の解明 
